
福岡県視聴覚ライブラリーでは、さまざまなジャンルの教材を豊富にとりそろえています。
今回はライブラリー所蔵の４,000本以上の教材の中から、これからのイベント、研修や学習にピッタリの
視聴覚教材を紹介します。

「くぅ と しの -あなたがそばにいるだけで-」
１２分／幼児～

「虹のきずな」
３２分／小学生～

「部落の心を伝えたいシリーズ 第３３巻 １２年後の決断 吉岡 綾」
２８分／中学生～

「知りたいあなたのこと３ きこえない人の生活・気持ち」
２１分／高校生～

◎「人権」について考える、ＤＶＤ作品

福岡県視聴覚ライブラリー

認知症の犬「しの」と介護猫「くぅ」の感動の実話をもとにした道徳・人権教育ア
ニメーションです。 くぅとしのは晴（はる）ちゃんの家で仲良く暮らしていましたがしの
に認知症が出始め、自力で起き上がることもできなくなってしまいました。くぅの役目
は残された時間でしのに「大好き」 を伝えることでした。犬と猫の関係性を通して、
心がほっこりする物語です。

小学校の図書館で、読み聞かせのボランティアをしている大学生のひかりが出
会った、中国人の転校生・ タオロン。 つたない日本語が原因でいじめられるように
なってしまったタオロンに、ひかりは声をかけられずにいた。そんな二人が一冊の絵
本に出会い、踏み出した一歩とは…。様々な差別や偏見にどのように向き合ってい
けばいいのかを考える人形アニメーション作品です。

「これまで部落差別体験は４度あります。 ２１歳のときの話は必ずします。今の私が
あるのは、その体験があったからです。」 第１２巻「若い力は今」から１２年。その間、
綾さんは結婚し、生活環境も変化しました。二人の子どもに部落についてどう伝える
べきか、部落差別の現実について考えることができる教材です。

耳の聞こえない・聞こえにくい方々は、人知れず不安や困りごとを抱えながら生活
を送っています。彼らは障がいを持っていることが周囲からわかりにくいため、困って
いても周囲にはなかなか伝わりません。この作品では難聴の方を中心に取材してい
ます。一体どんな場面で困っているのか?どんな配慮が求められているのか?この作
品は、私たちにできる配慮を共に考えてゆく内容です。



「うしわかまるの じしんとかじからじぶんをまもる」
１０分／幼児～

「ボクはすぐに逃げたんだ 東日本大震災から学んだこと」
１４分／小学校～

「知ってよかった応急手当 ～災害・事故・急病から命を救う」
43分／中学校～

〒811-2402 福岡県糟屋郡篠栗町大字金出3350-2（福岡県立社会教育総合センター内）
TEL：092-947-3514  FAX:092-947-8029
http://www.fsg.pref.fukuoka.jp/raiburari/index.html
※教材の検索等、詳しくは、ホームページをご覧ください。

福岡県視聴覚ライブラリー 検索

ホームページアドレス

◎「一般映画・ドキュメンタリー」作品紹介

◎学校で､地域で､防災！ 防災関連ＤＶＤ作品

「ゆずり葉の頃」
１０２分／高校生～

主人公市子（八千草薫）が少女の頃に想いを寄せていた人は、今では国際的
な画家（仲代達也） となっていた。彼の個展の記事を目にした市子は、思い出の
一枚の絵を求め、秋深まる軽井沢へと旅立つ。旅に出た母を気にかけ、後を追う
息子（風間トオル） は戦後の貧しさの中で、心に封印した若き日の母の思いを知
らずにいた。軽井沢で人のぬくもりに触れる市子に思いがけない出会いが訪れる。

・・・ ・・

災害時の応急手当シリーズ。2011年に起きた東日本大震災をきっかけに、日
本各地で住民一人一人の防災力・救助力を高め、「自助・共助・公助」の連携を
強めて、安全・安心な町づくりを実践していく動きが高まっています。災害・事故・
急病などに遭遇した場合の応急手当や救命措置を分かりやすく解説しています。

タイムスリップして、現代に来た牛若丸は、消防士やカラス天狗に教えられなが
ら地震の時どうすればよいかを学んでいきます。また津波や火事の時の身の守り
方も学びます。
避難するときの合言葉｢ おはしも」 について解説し、地震が来る前にしておくこ
ともわかりやすく取り上げています。建物の中で地震にあったら、道路を歩いてい
る時に地震にあったら、などを想定した作品になっています。

岩手県釜石市の小中学生約3000人が防災教育によって、災害時に生き抜く
力を身に付けていました。そのおかげで、３月１１日の東日本大震災時、津波に巻
き込まれることなく全員無事に避難することができました。 釜石市の小学生がど
のように避難したかを詳細に描いています。子どもたちの防災力向上を目的とし
た作品です。


